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 最後に、今回開発したヨウ素原子移動型ラジカル反応を鍵反応とした penmacric asid の全合成を行った。
Penmacric acid は 1975 年、Pentaclethra macrophylla の種子から単離、構造決定されたグリシンとピログルタミン
酸が炭素－炭素結合した特異な構造を有する天然アミノ酸の一種であり、興味深い構造を有しているにも関わらず、
これまで全合成研究や生物活性に関する研究はほとんど報告されていない。そこでラジカル付加反応を鍵反応とした






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 










penmacric acid の合成の初めての不斉全合成にも成功している。 
 以上の成果は、博士（薬学）の学位論文に十分値するものと認める。 
